
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 HP からは、カラーでご覧
ら ん

いただけます 

通学路について 

 

委員からの主な意見 

体育館はなぜ、１Ｆではなく２Ｆにあるんですか？ 

水害時の避難所としての機能（浸水高さ３ｍを考慮）を踏まえて２Ｆにしています。 

 子どもたちが過ごす校舎もそうですが、学校自体が地域にオープンなつくりになっていると感じました。

ただ、正門や東門などもオープンな作りになっているので不審者などが入ってこないかが少し心配です。 

新校舎について 

仮設校舎について 

出入り口などは、セキュリティをしっかりとした上でオープンにすることで、逆に死角などが少なくなり、

不審な方の発見や対策につながる場合もあると考えています。いただいた意見や今後のワークショップなど

での議論を踏まえて、設計に反映していきます。 

様々な人とのつながりを創出する校舎を設計していきたい。地域ワークショップにもぜひご参加ください！ 

委員からの主な意見 

四宮小学校としては、 

1. 夏休みまでに通学路案を保護者に配布 

2. 夏休み期間で可能であれば、それぞれのご家庭などで歩いていただく 

3. 児童・保護者・教職員・地域の方などで試し歩きを実施 

4. 年度末の３月に改めて通学路を確認するという目的で試し歩き（登校練習）を実施 

といったようなスケジュールで進めていきたいと考えています。 

保護者にとっては、距離が遠くなることはいたしかたないことではあるが、なるべく

安全で近い距離を通学させてほしい思いはある。安全という意味で、①で現在、協議

をしていただいている安全対策が困難な場合、仮に別ルートとなると、二階堂の歩道

橋を 150 名以上の児童が朝一斉に通学することにもなりかねない。それは、現実的

に想像できないので、ぜひ協議を続けてほしい。 

教育委員会としてもこれまでの準備会での通学路の議論を踏まえ、二階堂の歩道橋だ

けを通学路とするのではなく、ある程度分散させて国道 163 号線を横断させたいと

考えています。代替ルート等も考えつつ引き続き粘り強く協議をしていきます。 

四宮小学校としては、より安全に通学できるようキッズサポーターとしてご協力いた

だける方を少しでも増やしたいと考えています。先日も自治会の総会でお願いをさせ

ていただきました。引き続き、学校だよりなども用いて呼びかけていきます。 


